	種名
	アオマツムシ
Truljalia hibinonis
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	分類
	バッタ目イナゴ科

	形態的な

特徴
	30mmのやや大型の虫で、めすは全体が緑色、オスは背中に茶色の斑紋がある。

	分布
	1898年に東京赤坂のエノキで発見された。原産地は中国である。戦前はアオマツムシの分布は東京都内に限られていたが、1955年頃にはアメリカシロヒトリの防除のため都内から姿を消した。農薬によるアメリカシロヒトリの防除が下火になった1970年代から密度の回復が見られ、それと同時に関東以西でも分布を拡大し出した、東海地方では1950年初期には分布は局限していったが、1970年後半からは1980年代に爆発的に分布拡大した。1986年には福島以西の28都道府県に分布するが、南西諸島や九州南部には見られない。その後現在に至るまで分布範囲はあまり広がっていないようで、1998年には福島県以西に当たる栃木県日光市でその発生が初めて確認された。また、鹿児島、宮崎、熊本の九州南部では、その発生を確認する報告は見られない。

	生息場所
	樹上生活種で回路樹などでリィーリィーと甲高くよく透る声で鳴くので、その存在はすぐわかる。気温が15℃以下になると鳴きやむ。寄主植物として29科68種が記録されている。年１回の発生で、小枝の組織内に産まれた卵で越冬し、翌春孵化した幼虫は８～９齢を経過して８月下旬から９月下旬にかけて羽化する。産卵は10月下旬まで続く。発育ゼロ点は10℃、有効積算温度1300日℃である。

	その他
	1980年頃から、カキやナシの害虫として注目されだした。被害はクヌギ、カシなどの雑木林で生育した成虫が秋に果樹園に飛来するためで、吸蛾類やカメムシによる被害パターンに似ている。果実の袋かけが有効な防除手段である。
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